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大 会 計 測  指示書　　　　　　　　　　2013.2.28　計測小委員会
１．レース前計測　　PRE EVENT CHECK
① 2013年イヤーシリーズ方式の簡易計測を原則とします。
このため、装備品の計測証明書とシリアル№の一致、及び使用できる装備品を限定するための
スタンピングが主な作業となりますが、目視にてチェックできる項目は検出されます。
例：マストのカラーバンドがはっきりしないもの。
もやいロープのタイプが浮かないと疑われるもの。
ダガーボードにハンドルとして利用できるロープを取り付けたもの。
② 本選考会では　①の追加として以下のチェックを行います。
ａ）セールのワンポイントチェック
クラスルール 6.4.4  ラフの中点とリーチの中点の間の距離    ―  最大 1700 mm
　　　　ストレートリーチは マイナス10㎜までの許容誤差が認められますが、－10㎜の場合には
　　　　この部分の最大幅は1690㎜でなければなりません。これついて全セールを検査します。
ｂ）一部の艇に対するハル重量のチェック
2012年全日本では全艇の重量計測を行いましたが、この時に検査を受けていない艇が
エントリーリストにあります。（新艇）
また、補正重量の木片を取り付けた艇は今回も木片を維持する必要があります。
2．海上計測 　 ON THE WATER INSPECTIONS AFTER RACES
①レース前には検査が適さない項目（ライフジャケット、笛の装着、ガラミの間隔、ラフ計測バンド等々）は、
帆走指示書に従ってフニッシュ直後に海上で検査します。　詳しくは
http://japan-opti.com/rule/rule_file/taikaikeisoku/kaijyocheck.htm
に解説がありますのでご覧ください。
②違反をしてしまった場合にはＤＰＩ（ジュリーの裁量によるペナルティ）が科せられます。
違反内容が、軽いか重いか／不注意か 故意または悪質か により参加艇数を％で換算した得点がペナルティー
として成績に追加されてしまうので注意して下さい。
3．2013年クラスルールの適用　2013 CLASS RULES APPLY
ａ） 広告規定が改定されました。昨年までとは違うので 注意が必要です。



ｂ） 選手（競技者）に許されるのは、前から約0.92ｍより後方ハルの側面とアフト･トランサムのみになります。
ｃ） 皆さんに知ってほしい問題となるのは『広告』の定義です。
団体、個人、製品、サービス、ブランドまたはアイデアに対して、関心を誘ったり、個人や団体に購買、賛同その他の支持を働きかけるような名称、ロゴ、標語、記述、描写、それらの変化あるいは変形、その他一切の伝達形態をいう。
ｄ） 大会広告として確保される部分は、たとえ大会広告が貼られなくとも、定義に該当するものは制限（禁止）されます。
例：横に長く書かれた、グラブ名、寄贈団体名などが、制限区域にはみ出るもの。





e)  定義に当てはまらないもの。　
ライン、　色の塗り分け、　パターン（模様）
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 2.8   広告


2.8.1   競技者の広告は次の通り以外を禁止する：大会広告用に指定されている部分を除くハルの部分。


競技者の使用可能な部分の広告は一時的に粘着するステッカーのみが許される。


2.8.2　　ISAF【広告規定】20.2.4の追加として、タバコまたはアルコール製品の促進または明白な性に類する広告を禁止する。





ここは 広告禁止





大会広告の後方のハルは





ハルの前方40％ 





大会広告





0.92ｍ





競技者が一時的に利用してよい
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